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法政大学図書館司書課程
メディア情報リテラシー研究 第3巻2号、019-029

特集　インクルーシブなメディア教育とデジタル・シティズンシップ
（第2 回韓日メディア情報リテラシーフォーラム）

デジタル・シティズンシップ教育としての
ＹｏｕＴｕｂｅの批判的読解

キム・ヒョンジュ　パク・ハンナ　イ・ジヒョン　ユ・ギョンヘ
　
　
　皆様こんにちは。デジタル市民性教育のため、批判的ユーチューブ・リーディングをテーマ
に、親と小学生の子どもを対象として、2020年 9月と 11月にそれぞれ実施された教育事例を
発表いたします。 この教育はキム ·ヒョンジュ、パク ·ハンナ、イ ·ジヒョンと私ユ ·ギョンヘ
の 4人が一緒に企画いたしました。

　私たち 4人は、視聴者メディア財団ソウルセンターで、2019年からメディアリテラシー勉強
会を行ってきたメディア講師です。

　
　10代にとってユーチューブは、ソーシャルメディアを超えるファーストスクリーンであり、
ユーチューブを通じて世間とつながっています。
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　保護者から教育現場に対する質問の中でよく聞かれるのは、子どもにスマホはいつから持たせ
るべきかという質問です。二番目に多いのは、「ユーチューブとゲームは、1日何時間まで許容
できるか」という質問です。
　
　親は子どもがユーチューブで好ましくないコンテンツに接するのではないか、また、スマート
フォン依存症になるのではないかと心配しています。一方で子どもたちは、勉強のストレスも解
消でき、さらに学べることも多いユーチューブなのに、どうして大人は反対しているのか不満が
多いようです。
　
　当センターでは、メディア教育スタディーを通して、最近関心が高まっているファクトチェッ
ク教育、そして映像制作教育と共に批判的ユーチューブ・リーディング教育が必要だと考えまし
た。特に、ユーチューブの制作教育に先立って、批判的なリーディング教育の必要性を感じまし
たので、ユーチューブ・リテラシー教育プログラムを企画しました。

ユーチューブ・リテラシー構成方法
　
　当センターでは、ユーチューブを誕生させたメディア環境の変化から、ユーチューブの歴史と
特徴、ユーチューブの魅力、アルゴリズム、問題点、ユーチューブの独自対応方法、ユーチュー
ブ関連産業と収益構造、ユーチューブ活用法、デジタル市民性までのユーチューブをテーマにし
た書籍、論文などの関連文書を全て整理しました。
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　そして、2時間ずつ 12回の教育プログラムを構成しました。 ユーチューバーになってチャン
ネルを作り、映像を制作する前に行う教育であると想定して、ユーチューブに全てを盛り込んで
みました。

　その後、ソウル視聴者メディアセンターから支援を受けて実行できるようになり、12回の教
育案を 8回に圧縮しました。それらの教育目標は以下のとおりです。
　「マスメディアのテレビとユーチューブの差を理解した上で、ユーチューブコンテンツを批判
的に受け入れ、正しく利用する方法を身につける。」「ユーチューブプラットフォームに対する理
解をもとに個人に適用可能な情報を確認し、学習方法・余暇時間の活用・進路・文化の享受な
ど、実生活で有効に活用できる。」「ユーチューブコンテンツの制作と管理、チャンネル運営に必
要な基礎知識を身につけて、自分のチャンネルを企画し、それに合ったコンテンツの制作計画書
を作成することができる。」
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　教育目標に合わせて、ユーチューブ・プラットフォームに対する理解と、コンテンツの批判的
リーディング、チャンネル運営のための企画書作成をしました。デジタル市民としての倫理をは
じめとする必須な能力に対する概念を整理できるように教育を構成しました。

　
教育現場でユーチューブ・リテラシーを運営した結果

　ソウル龍山図書館で、ユーチューブ・リテラシー教育を実際運営しましたが、龍山図書館側で
は 8回の教育を保護者教育と子どもの教育をそれぞれ 4回ずつに分けてしてほしいとのニーズ
がありました。
　ちょうど媒介者教育に関心を持っていた当センターでは、再度ユーチューブ・リテラシー教育
を親と子どもの学習者を対象として再整理しました。
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　教育プログラムは 4回に設定し、以下のように目標を決めました。
　「ユーチューブは放送とは異なるため、放送では見られない多様なコンテンツがあり、また放
送と違って審議や規制がないため問題が発生する。」「ユーチューブはコンテンツをユーザーに販
売するのではなく、私達のような利用者を広告主に販売している、そのため、ユーザーが少しで
も長居させることを目的にアルゴリズムを開発したこと、このようなユーチューブ・プラットフ
ォームに対する理解を基に実生活で学習、余暇、進路、文化享受などに上手く活用する方法を考
えてみること。」
　この 3つを目標に定めました。

　まず、親を対象に行うプログラムの教育内容について申し上げます。 親の教育は、「ユーチュ
ーブを知らないと、自分の子どもの教育方法も見えない」というタイトルで、リアルタイムで双
方向オンライン教育で行いました。Zoomを使いました。
　1回目は、デジタルメディア環境の変化とデジタル社会の特徴について話し合いました。
　2回目は、ユーチューブの問題点とその原因、そしてユーチューブ・コンテンツの批判的リー
ディングの重要性について講義を行いました。
　3回目では、ユーチューブ・アルゴリズムについて、その目的と利便さによる落とし穴につい
て話し合いました。
　最後の 4回目では、デジタル社会市民として必要なものはなにか、デジタル市民の賢明なメ
ディア利用法について話し合いました。
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　非対面プログラムの長所を活かして、チャットとコメント機能を使って授業への参加を誘導
し、大人なので活動紙を作成する方法ではなく、主題討議形式で活動しました。討議のテーマは
以下の通りです。2020年 9月に代表的な社会問題であった、「デジタル犯罪とデジタル刑務所に
ついて」、そして「子どものスマートフォンを検査するべきか、子どもが見ているユーチューブ
は何なのか」、「親が心配していることは何か」、最後に「各家庭で決めたユーチューブ利用規則
を紹介する」活動を行いました。

　11月に行った小学生の 4回目の講義は対面で行いました。教育回数別のテーマと内容は親の
教育とほぼ同じですが、小学生という学習者の特性に合わせて、伝達方法と活動を準備しまし
た。1回目では、「ユーチューブは全てを盛り込んでいる」というテーマで、ユーチューブの魅
力と自分のユーチューブの利用記録を観察する授業を行いました。
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　2回目では、「大人たちがユーチューブ視聴を制限する理由はなにか」というタイトルでユー
チューブの問題点と批判的リーディングについて話し合いました。1回目は良いコンテンツの基
準について話し合いましたが、2回目は悪いコンテンツの基準と、その悪いコンテンツを作るユ
ーチューバーの意図について考えてみました。
　3回目は、「ユーチューブはユーザーが好む映像について、どういう方法で把握するのだろう
か？」というタイトルでアルゴリズムについて教え、アルゴリズムに及ぼす影響について考えて
みました。
　最後の 4回目は、「健全なユーチューブ旅行」というタイトルで、オンライン上の自分と、オ
フラインの自分を比較し、自分のデジタルの足跡をはじめ、賢明なデジタル市民としての常識と
規則についてまとめてみました。　
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　学習者が小学生であり、教育環境が対面授業だったので、様々な活動シーンとツールを用意し
て行いました。ユーチューブの利用習慣を把握するため、ユーチューブ生活のタイムテーブルを
書いてみたり、生活タイムテーブルを見ながらメディアの利用習慣を把握してみました。良いコ
ンテンツの条件について自分の考えを書いてみたり、ステッカーで投票する活動もやりました。
映像の特徴を理解するためにコンテンツを分析する活動と、メディアの特性を教育するための
「○×クイズ」などの活動も行いました。アルゴリズムを理解するために、人気キャラクターの
ペンスにユーチューブの映像をおすすめする活動では、子どもたちはとても喜びました。
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　当センターがまとめた教育の成果について申し上げます。 まず、学習者の成果としては、子
どもの育児ヘルパー程度に考えられていたユーチューブの実態について理解し、メディアコンテ
ンツに対する批判的能力とプロシューマー（生産者であり、消費者である人）としてのメディア
倫理を身につけることができました。また、子どものメディア利用に対する指導方法をはじめ、
親子間の相互理解度も高まりました。

　教授者側の成果は、ユーチューブ・リテラシー教育プログラムが開発できたこと、親子の各学
習者の特性に合わせたプログラムとして再構成できたこと、そして対面・非対面方式の両方教育
を実行したこと、最後に 4人の協業によって教育内容の質的向上はもちろん、講師一人一人の
能力が強化された点で成果と言えます。

　最後に、本日の発表準備をしながら、私共 4人はもう一度今回の教育経験を振り返ってみま
した。今回の教育経験を通じて得られたこと、見つけられたことを申し上げます。
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　同じ内容について、親と子どもを対象に教育を通して、親が子どもたちのメディア使用と、自
分のメディア使用について異なる認識をしていることを発見しました。親たちは「私は批判的に
適切にメディアを使うことはできるが、子どもたちはそうではない」と考えていましたが、子ど
もたちはむしろ自分より母親のほうがスマートフォン中毒になっていると話しました。つまり、
大人のメディアリテラシーの力量を正確に理解できるようにすることが教育の出発点なのです。

　文字の読み書きができないことは、大きな問題だと思います。数字や計算ができないことも問
題だと判断しますが、メディアを活用すること、メディア・コンテンツを正しく理解することの
重要性については、その重要性を正確に認識できないまま、メディアをテレビやゲーム機の延長
線のように考える傾向がありました。

　国語と数学のような正規教科では学齢別に達成水準がありますが、メディアは個人が属する環
境と関心度によって差がありました。私たちは、子どもから大人まで、学習者を分けて講義を準
備しますが、教育現場では各個人によってレベルが異なることがあります。大人でも小学生の子
どもよりメディア能力が足りない場合もあるし、子どもたちの家庭の雰囲気や経済的条件によっ
てメディア活用能力が異なることもありました。このような点が大変であり、心配な要素でし
た。

　最近の世の中は、1人 1デバイスの時代、アルゴリズムの影響によって、家族や個々人がぜん
ぜん違う世界で生きているような感じです。ユーチューブの批判的リーディング・プログラムに
よって、互いに異なる世界で生活しているため、コミュニケーションできなかった親子がユーチ
ューブをテーマに一緒に話し合うきっかけになることを期待します。私たちはデジタルによる断
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絶ではなく、デジタルによって世代間に円満な利害関係が形成されることを期待します。この頃
は世代間のコミュニケーションがなかなかできないと言われますが、一方では、シニアユーチュ
ーバーのミラノンとか、過去のコンテンツを盛り込んだタプゴル公園など、ユーチューブによっ
て、むしろ違う世代を理解するきっかけにもなりました。ユーチューブの批判的リーディングや
デジタル市民性教育は、世代間の葛藤だけでなく、お互いに異なる立場にいる人々の間に、相互
理解と尊重することができる雰囲気作りに近づく契機になりました。
 

 

 

 

 

 

 

　ご清聴ありがとうございました。
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